
「釜の蓋の日」
8月1日は

　　　　8月1日は、釜蓋朔日（かまぶたのついたち）と呼んで、
　　　　地獄の釜の蓋が開く日とされています。
　　　　地獄とは「あの世」。
　　　　地獄の釜の蓋を開けるように命じるのは、閻魔大王です。

　　　　お盆には、あの世からご先祖様が帰って来ます。
　　　　でも、あの世からの道は遠くて、
　　　　8月1日に出発しなければ、お盆に間に合いません。
　　　　ご先祖様たちは、その日を待ちかねたように釜の蓋から飛び出します。

　　　　那須地方には、古くからご先祖様を迎えるための行事の一つとして、
　　　　8月1日に釜の蓋が開いたことを喜び、たんさんまんじゅうを作ります。
　　　　それを笹の葉を敷いてお供えし、
　　　　自分たちもまんじゅうを食べる風習があります。

　　　　これが「釜の蓋まんじゅう」です。

「釜の蓋まんじゅう」とは？
か ま ふ た

たんさんまんじゅうのほか、かぼちゃまんじゅうや黒糖まんじゅうなど、店舗
によって様 な々おまんじゅうを販売予定です。ぜひお買い求めください。
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